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学
習
講
演
は
、
一
般
の

参
加
も
呼
び
か
け
ま
し

た
。
石
橋
さ
ん
は
、
２
０

２
１
年
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
批
判
報
道
な
ど
に
よ

り
新
聞
労
連
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
大
賞
特
別
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。
取
材

と
映
像
を
通
じ
て
、
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
の
実
態
が

リ
ア
ル
に
語
ら
れ
ま
し

た
。
ヘ
イ
ト
の
実
態
は
、

外
国
人
排
除
の
言
動
に

よ
る
暴
力
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。
記
者
自
身
も
脅

迫
を
受
け
る
な
ど
被
害

を
受
け
て
い
ま
す
。 

石
橋
さ
ん
は
川
崎
市

の
ヘ
イ
ト
デ
モ
の
実
態

と
経
過
か
ら
報
告
し
ま

し
た
。
川
崎
市
で
は
、
２

０
１
６
年
１
月
ま
で
に

１
２
回
も
の
ヘ
イ
ト
デ

モ
が
行
わ
れ
、
最
後
の
２

回
の
デ
モ
は
「
川
崎
発
！

日
本
浄
化
デ
モ
」
と
民
族

浄
化
を
掲
げ
、
在
日
コ
リ

ア
ン
の
集
住
地
区
で
あ

る
川
崎
区
桜
本
に
向
か

い
、
被
害
住
民
を
屈
辱
と

恐
怖
に
陥
れ
ま
し
た
。 

川
崎
市
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
禁
止
条
例
を
施
行 

 

川
崎
の
市
民
と
在
日

コ
リ
ア
ン
の
人
々
が
一

緒
に
な
っ
て
、
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
な
く
す
世
論

と
運
動
を
広
げ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
運
動
が
結

実
し
ま
す
。
２
０
１
９
年

１
２
月
に
「
川
崎
市
差
別

の
な
い
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
が
制
定

さ
れ
、
２
０
２
０
年
か
ら

全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
が
有
名
な
の

は
、
い
わ
ゆ
る
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
罰
則
付
き
で

禁
止
し
て
い
る
日
本
で

唯
一
の
法
規
で
す
。 

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を

規
制
す
る
法
律
と
し
て
、

「
本
邦
外
出
身
者
に
対

す
る
不
当
な
差
別
的
言

動
の
解
消
に
向
け
た
取

組
の
推
進
に
関
す
る
法

律
（
差
別
的
言
動
解
消

法
）」（
２
０
１
６
年
）
が

あ
り
、
「
大
阪
市
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
へ
の
対
処
に

関
す
る
条
例
」
（
２
０
１

６
年
）
や
、
い
く
つ
か
の

条
例
（
東
京
都
、
大
阪
府
、

愛
知
県
、
沖
縄
県
、
相
模

原
市
な
ど
）
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ら
は
実
効
性
確

保
の
た
め
の
罰
則
等
の

規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

川
崎
市
条
例
は
、
差
別

的
言
動
解
消
法
２
条
に

「
本
邦
外
出
身
者
に
対

す
る
不
当
な
差
別
的
言

動
」
に
対
す
る
「
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
施
策
」

（
同
法
４
条
２
項
）
と
し

て
条
例
で
独
自
に
罰
則

付
き
の
禁
止
条
例
で
す
。 

外
国
人
へ
の
差
別
・
排
斥

い
ま
が
も
っ
と
も
深
刻 

 
 
 

石
橋
さ
ん
は
「
外
国
人

差
別
・
排
斥
は
、
い
ま
が

も
っ
と
も
深
刻
」
と
し
、

藤
沢
で
は
、
モ
ス
ク
建
設

反
対
と
し
て
市
民
運
動

を
装
っ
て
排
斥
の
世
論

を
広
げ
て
い
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。
政
党
や
議
員

が
う
そ
デ
マ
を
流
し
て
、

母
親
た
ち
も
巻
き
込
ん

で
い
る
。 

無
差
別
・
平
等
の
社
会
、

誰
も
排
斥
し
な
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
一
緒

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と

訴
え
ま
し
た
。 

神
奈
川
県
高
齢
期
運
動
連
絡
会
・
第
２
９
回
総
会
は
、

３
月
２
５
日(

水)

午
後
２
時
か
ら
年
金
者
組
合
県
本
部
会

議
室
で
開
催
し
、
１
２
団
体
か
ら
２
０
人
余
が
参
加
し
ま

し
た
。 

総
会
に
先
立
ち
、
学
習
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
、

神
奈
川
新
聞
社
の
現
役
記
者
で
あ
る
石
橋
学
さ
ん
。 

演
題
は
「
差
別
・
排
外
主
義
の
実
態
か
ら
学
ぶ
」
で
し

た
。

 

総
会
の
前
に
、
神
奈
川
新
聞
の
石
橋
学
記
者
の

「
差
別
・
排
外
主
義
化
の
実
態
か
ら
学
ぶ
」
と
題
す
る
講

演
を
受
け
た
。
非
常
に
好
評
だ
っ
た
。
１
８
名
が
参
加
。

高
齢
者
の
要
求
実
現
、
人
権
を
保
障
す
る
社
会
保
障
制
度

の
改
善
に
む
け
た
取
り
組
み
強
化
、
高
齢
者
人
権
宣
言
の

具
体
化
を
進
め
る
な
ど
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。 

2026年度総会「公開学習会」 
「差別・排外主義の実態から学ぶ」 石橋学氏 
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学
習
講
演
後
、
総
会
に

う
つ
り
、
高
齢
者
を
と
り

ま
く
情
勢
、
１
年
間
の
活

動
の
ま
と
め
、
２
０
２
６

年
度
の
方
針
、
決
算
・
予

算
報
告
と
新
役
員
体
制

の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。 

後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
料
が
大
幅
に
上
が
る 

 

経
過
報
告
で
は
、
物
価

上
昇
に
見
合
う
年
金
額

引
き
上
げ
と
年
金
切
り

下
げ
違
憲
裁
判
、
補
聴
器

助
成
や
交
通
権
保
障
の

と
り
く
み
、
医
療
と
医
療

保
険
に
関
す
る
と
の
く

み
、
介
護
保
険
改
善
の
と

り
く
み
、
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
等
の

と
り
く
み
が
報
告
。
今
年

も
県
内
市
町
村
国
保
改

善
に
向
け
た
学
習
と
自

治
体
要
請
行
動
が
行
わ

れ
、
ど
こ
の
自
治
体
で
も

住
民
負
担
の
軽
減
の
た

め
に
努
力
し
て
い
る
様

子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

広
域
連
合
議
会
へ
は
、

今
年
も
陳
情
と
傍
聴
を

行
い
ま
し
た
。
今
議
会
は
、

２
０
２
６
年
度
の
保
険

料
が
提
案
さ
れ
議
決
さ

れ
ま
し
た
。
神
奈
川
県
の

次
期
の
保
険
料
は
、
所
得

割
率
が
１
０
・
０
８
％
か

ら
１
０
・
３
０
％
（
＋
０
・

２
２
％
）
、
均
等
割
額
が

４
５
９
０
０
円
か
ら
５

２
５
３
１
円
（
＋
６
６
３

１
円
）
。
２
０
２
６
年
度

か
ら
新
た
に
、
子
ど
も
子

育
て
支
援
納
付
金
分
と

し
て
、
所
得
割
率
０
・
２

５
％
、
均
等
割
額
１
３
３

０
円
が
賦
課
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

１
人
当
た
り
保
険
料

は
、
１
２
１
，
０
１
８
円
。

前
期
比
１
４
，
５
９
５
円

（
１
３
・
７
１
％
）
も
の

大
幅
引
き
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
子

ど
も
子
育
て
支
援
の
賦

課
額
と
し
て
２
９
１
０

円
も
上
乗
せ
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
厚
労

省
の
試
算
で
は
、
２
０
２

７
年
度
は
年
額
約
４
０

０
０
円
、
２
０
２
８
年
度

は
約
５
０
０
０
円
に
な

る
計
画
で
す
。 

２
人
の
共
産
党
議
員

（
白
井
正
子
横
浜
市
議

と
鈴
木
京
子
大
磯
町
議
）

が
私
た
ち
の
要
求
を
受

け
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

事
務
局
の
回
答
は
き
わ

め
て
事
務
的
な
も
の
で

し
た
。
後
期
高
齢
者
が
増

加
す
る
な
か
で
、
保
険
料

の
引
き
上
げ
は
こ
れ
か

ら
も
続
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

広
域
連
合
議
会
は
、
議

員
数
２
０
人
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
か
ら
選
出
さ

れ
た
議
員
で
構
成
す
る

た
め
、
ほ
と
ん
ど
が
保
守

系
議
員
で
占
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
議
会
も
年
２
回

と
限
ら
れ
、
８
月
と
３
月

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
関

東
近
県
で
は
、
２
月
ま
で

に
実
施
さ
れ
、
３
月
の
実

施
は
神
奈
川
だ
け
で
す
。

２
０
２
６
年
３
月
議
会

で
は
、
窓
口
負
担
ゼ
ロ
で

あ
っ
た
老
人
保
健
制
度

に
変
わ
り
２
０
０
８
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
制
度
の
あ
り
方
が
現

状
に
則
さ
な
い
と
い
う

制
度
の
根
本
的
な
問
題

が
顕
在
し
て
い
ま
す
。 

輝
け
！
高
齢
期
の
つ
ど

い
か
な
が
わ
、
鶴
見
と
藤

沢
で
開
催 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

２
０
２
５
年
５
月
９

日
に
、
「
輝
け
！
高
齢
期

の
つ
ど
い
か
な
が
わ
ｉ

ｎ
鶴
見
」
が
、
２
０
２
６

年
２
月
６
日
に
、
「
ｉ
ｎ

藤
沢
」
と
２
回
開
催
と
な

り
ま
し
た
。 

鶴
見
は
２
８
０
人
が

参
加
、
関
西
大
学
の
富
田

宏
治
教
授
の
「
希
望
あ
る

政
治
を
ど
う
展
望
す
る

か
～
分
断
に
抗
し
て
包

摂
の
政
治
を
～
」
の
時
宜

に
あ
っ
た
テ
ー
マ
で
講

演
、
作
品
展
と
ふ
た
つ
の

分
科
会
が
好
評
で
し
た
。 

藤
沢
に
は
、
４
１
４
人

が
参
加
、
暉
峻
淑
子
さ
ん

の
「
ど
う
な
る
高
齢
者
の

人
権
」
を
テ
ー
マ
に
差
し

迫
っ
て
い
た
国
政
選
挙

を
め
ぐ
る
直
近
の
状
況

を
鋭
く
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
講
演
。 

突
然
の
衆
議
院
選
挙

選
挙
が
い
ま
た
た
か
わ

れ
て
い
る
が
、
絶
対
に
戦

争
の
道
に
す
す
む
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
み
な
さ

ん
、
戦
争
へ
の
道
を
許
さ

な
い
声
を
広
げ
ま
し
ょ

う
と
呼
び
か
け
、
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

暉
峻
淑
子
さ
ん
は
前

日
の
２
月
５
日
が
９
８

歳
の
誕
生
日
。
講
演
後
、

暉
峻
さ
ん
に
花
束
を
送

り
、
会
場
の
全
員
で
ハ
ッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ
を
合

唱
し
ま
し
た
。 

後
日
、
暉
峻
さ
ん
か
ら
、

「
皆
さ
ま
に
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
イ
を
歌
っ
て

い
た
だ
き
、
こ
ん
な
に
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
民
を
戦
争

２
０
２
６
年
度
総
会
の
総
括
・方
針 

高
齢
者
の
生
き
る
権
利
を
保
証
す
る
制
度
の
確
立

を
！ 
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に
巻
き
込
む
こ
と
だ
け

は
絶
対
に
さ
せ
な
い
よ

う
に
私
た
ち
は
行
動
し

ま
す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

文
化
交
流
で
は
、
年
金

者
組
合
の
出
し
物
に
プ

ロ
の
演
歌
歌
手
の
登
壇

も
あ
り
、
会
場
が
一
体
と

な
り
楽
し
い
ひ
と
時
と

な
り
ま
し
た
。 

日
本
高
齢
者
大
会
は
、

大
宮
の
会
場
に
神
奈
川

か
ら
１
７
０
人
が
参
加
、

全
国
の
運
動
の
成
果
や

地
域
の
活
動
を
学
び
ま

し
た
。 

社
会
保
障
制
度
の
拡
充

す
す
め
る
「
２
０
２
６
年

の
活
動
方
針
」 

 
 
 
 

 

２
０
２
６
年
の
活
動

方
針
は
、
今
年
度
も
引
き

続
き
神
奈
川
県
社
会
保

障
推
進
協
議
会
と
共
同

の
諸
行
動
へ
の
参
加
、
と

り
わ
け
、
高
齢
者
人
権
宣

言
を
実
行
す
る
立
場
か

ら
加
齢
性
難
聴
や
高
齢

者
の
交
通
権
、
住
ま
い
の

保
障
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
改
善
や
国
民
健

康
保
険
引
き
下
げ
、
介
護

保
険
の
改
善
、
医
療
負
担

増
な
ど
社
会
保
障
制
度

の
拡
充
を
求
め
る
諸
行

動
に
と
り
く
み
ま
す
。 

１
１
月
１
１
日
・
１
２

日
開
催
の
第
３
９
回
「
日

本
高
齢
者
大
会

in

お
お

さ
か
」
の
参
加
を
す
す
め

ま
す
。 

「
輝
け
！
高
齢
期
か

な
が
わ
の
つ
ど
い
」
を
２

０
２
７
年
２
月
目
途
に

５
０
０
人
規
模
で
企
画

し
ま
す
。
会
場
確
保
が
困

難
な
中
、
内
容
や
運
営
な

ど
、
実
態
に
見
合
っ
た
も

の
を
工
夫
し
て
楽
し
く

学
び
、
交
流
す
る
機
会
と

し
ま
す
。 

賛
助
会
員
も
高
齢
化

す
る
な
か
で
、
高
齢
期
運

動
を
物
心
両
面
で
支
え

る
会
員
の
拡
大
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
年
会
費

は
二
千
円
で
す
。 

２
０
２
６
年
度
の
新

た
な
体
制
も
決
ま
り
ま

し
た
。 

１
年
間
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

神
奈
川
県
「
高
齢
難
聴
者
補

聴
器
装
用
推
進
事
業
」
開
始 

こ
の
間
、
高
齢
期
運
動
連
絡
会
は
、
年
金
者
組
合

や
社
保
起
用
と
一
緒
に
、
神
奈
川
県
に
「
加
齢
性
難

聴
に
よ
る
補
聴
器
助
成
の
補
助
事
業
の
開
始
」
を
要

求
し
て
き
ま
し
た
。
年
金
者
組
合
は
、
神
奈
川
県
へ

の
要
請
と
、
神
奈
川
県
議
会
へ
の
請
願
の
取
り
組
み

を
継
続
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

す
る
と
３
月
に
神
奈
川
県
か
ら
、「
補
助
制
度
を
創

設
す
る
方
向
で
予
算
措
置
を
講
じ
た
」
と
画
期
的
な

回
答
が
あ
り
、
３
月
議
会
で
「
高
齢
難
聴
者
補
聴
器

装
用
推
進
事
業
」
を
決
め
ま
し
た
。
当
初
の
補
助
額

は
５
５
５
万
円
と
少
な
い
も
の
の
、
神
奈
川
県
の
開

始
は
、
東
京
・
山
梨
に
次
い
で
、
全
国
の
都
道
府
県

で
３
番
目
と
な
り
ま
す
。 
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